
2016年 7月 2日（土）に横浜市教育会館にて第４回全国大会が開催されました。 

大会は、一般参加者約 380 名、関係者約 70 名、総勢約 450 名の方にご参加いただきました。また、

21社の企業様に展示をしていただきました。皆様、誠にありがとうございました。 

 

【主催】 

NPO法人口から食べる幸せを守る会® 

 

【共催】 

・株式会社クリニコ 

・日清オイリオグループ株式会社 

・ラックヘルスケア株式会社 

・渡辺商事株式会社 

 

～アンケート結果～ 

大会のアンケートを 7月 2日～7月 16日まで実施し 108名の方にご回答いただきました。 

ご協力いただいた皆様誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



～本大会内容に関して具体的なご意見や感想～ 

 

 

◆NHK の番組の仕事の流儀で小山先生を知りました。小山先生の力ある言葉を聞け、とても良かったです。次回は実技

セミナーに出席したいです。 

 

◆嚥下は、STさんの評価の一存で進められているが、もっと多職種で取り組むべきと思いました。NST専従として直接

的なかかわりができないですが、自らが学んで指導する立場なので改めて食事介助について学びなおしたい。まずは、今

日からバランスチャートをやってみます。 

 

◆当院でも、嚥下支援プロジェクトを昨年立ち上げ、小山先生の研修で学んだことをもとにポジショニング、口腔ケア、

KT バランスチャートしてきましたが、なかなかスタッフに浸透せず、仕方ないという気持ちになっていましたが、もう

一度熱く語っていき、バランスチャートやっておこうという気持ちになりました。とてもいい体験をさせていただきまし

た。是非実技研修も参加させていただきます。ありがとうございました。 

 

◆病院での「診療の補助」中心が看護になってしまうと、いつしか看護の専門性が“病院が危機に陥らないために、患者

に～させないための『危機管理』”になってしまっている。「療養上の世話」の部分で、ポジショニングやリハビリ、話し

かけ、技術の工夫等々、やることはたくさんある。これらは、“患者さんが健康を阻害せずに生活を取り戻すための『危機

管理』”だ。同じ言葉でも全く違う視点であり、ダイナミックな変換期を感じた。ニーズは社会にある。在宅分野の看護師

としては、課題にたくさん気付く事が出来た。大変有意義だった。ありがとうございました。 

 

◆会場内に休憩や食事が取れる場所が欲しかった。 

 

◆初めて参加させていただき、皆様の熱い思いを聞いて、頑張ろうと思いました。自分自身もこの 4月に病院から老人保

健施設に異動になったばかりで、いかに利用者の立場に立ってという事と、食事介助等についてももっときちんとしてほ

しく、孤軍奮闘しています。 

 

 



～本大会や KTSM活動におけるご意見やご感想～ 

 

◆最後のご意見でも話されていましたが、職種の上下にかかわらず、お互いの役割を尊重しあい、患者さん、ご利用者様

にみんなで向き合っていると思いました。ネットワークもよくすばらしいと思います。 

 

◆ハードルは高いかもしれませんが、現場での実技指導がもっとできる仕組み作りが必要な気がします。顔がわかる連携

から、腕の見える連携つくりが、この会でできるといいなぁと考えています。 

 

◆毎回とてもエネルギーをいただいています。当事者のお話は聞くたびに気持ちを奮い立たせられています。なかなか難

しいかもしれませんが、継続していただれば幸いです。 

 

◆一人でも多くの方が最後まで口から食べていけるよう、こちらの都合ではなく、患者さま・その家族の気持ちを重視し

た活動に強く感銘します。 

 

◆とても素晴らしい活動だと思います。東海地方での開催も検討していただきたいです。 

 

◆KTSM実技セミナーを、岐阜でも開催して頂きたい 

 

◆2015年の JSPENで、貴法人の存在を知りました。興味があるので、今後は実技セミナーにも参加してみようと考え

ています。 

 

上記は一部の方のご意見・ご感想を掲載させていただいております。 

アンケートに回答いただいた皆様、ご協力いただき誠にありがとうございました。 

大会にご参加・ご尽力いただいた全て皆様に感謝申し上げます。 

 

NPO法人口から食べる幸せを守る会一同 


